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レポート・トピックス タイトルをクリックすると 各項目にジャンプします







































































































































Busskamp, V. et al.“Genetic reactivation of cone photoreceptors restores visual responses in retinitis pigmentosa.” 
Science 2010 Jul 23；329（5990）：pp,413-417
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トピックス2　電力効率を大幅に改善するコンピュー タ開発





は、TOP500、GREEN500リスト（2010年 6月時点）で 1位のシステムと比較すると、それぞれ約 200
倍、65倍の改善に相当する。プロトタイプは 2018年までに完成する予定である。
米国国防総省高等研究計画局（DARPA）は、2010
年 8 月 6 日に Ubiquitous High Performance Comput-
ing （以下UHPCと略す） というプログラムを開始した。
2010 年 3 月に公募を開始したもので、この度、実行主










LINPACKベンチマークで 1 ペタ FLOPS 注 1）（1 筺体
あたり）、電力効率注 2）目標は、50GFLOPS/W（1 筺体
あたり）である 2）。図表は、スー パ コーンピュー タの性能
を競うTOP500リスト、電力効率を競うGREEN500
リスト3）の 2010 年 6 月時点で、それぞれ 1 位にランク
されたシステムの電力効率と、UHPC システムの目標








ている。今回選定された実行主体は、フェー ズ 1（24 か月）









Intel Corporation、NVIDIA  Corporation、MITコンピュー
タサイエンス・人工知能研究所、サンディア国立研究所で
あり、評価チ ムーはジョー ジア工科大学がリー ダー である。
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科学技術動向研究センターにて作成
図表　UHPCの電力効率と現状システムの比較 






回は PETフィルム上に対角 30インチのグラフェンを形成した。代表的な透明電極である ITOと同等の
光透過率とシート抵抗を実現し、フィルムの変形による引っ張り歪への耐久性は大幅に向上した。











































と125Ω / □、4 層積み重ねると90％と50Ω / □、
さらに硝酸のド プーでシ トー抵抗は30Ω/□まで低減
した。これは同じ光透過率のITOとほぼ同じ値である。
共同研究グル プーではこのシ トーで 3.1インチのタッチ
スクリ ンーを試作し、動作確認も行っている。
参　考
1）　 J-H Ahn et al.,“Roll-to-roll production of 30-inch graphene films for tranparent electrodes”, Nature Nanotech., Vol. 
5, 574,（2010）
2）　家近泰、「グラフェンの高速トランジスタ応用への注目と課題」、科学技術動向 2010年 5月号、No.110、p29
ナノテク・材料分野	 TOPICS	 NanoTechnology & Materials
図表　基板に大面積グラフェンを積層するプロセス
参考文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成






































ることを示した 2）。さらに、リソグラフィー パタ ンーと作
製プロセスを設計することにより、簡便なプロセスで、









1）　T. Yoshida et al.,“Development of Thin-Film Bending Technique Induced by Ion-Beam Irradiation”, Appl. Phys. 
Express, 2,066501（2009）
2）　T. Yoshida et al.,“Integration of TFT and VTF-FEA using Ion-Induced Bending”, IVNC 2010 Book of Abstracts 
（2010）p199.
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トピックス6　水素燃料レシプロエンジンを搭載した飛行機の開発
2010年 7月、米国ボーイング社は水素燃料のレシプロエンジンを搭載した無人飛行機に関する発表を



















































1）　ボーイング社 ニュースリリース 2010年 7月 12日：http://boeing.mediaroom.com/index.php?s=43&item=1306
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価）分科会」、資料 6―1―3、2009 年 7月 24 日
 http://www.nedo.go.jp/iinkai/kenkyuu/bunkakai/21h/chuukan/9/1/6-1.pdf
16）　独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、「研究評価委員会「希少金属代替材料開発プロジェクト」（中間評
価）分科会」、資料 5―1、2009 年 7月 24 日
 http://www.nedo.go.jp/iinkai/kenkyuu/bunkakai/21h/chuukan/9/1/5-1.pdf
17）　経済産業省次世代自動車戦略研究会、「次世代自動車戦略 2010」、2010 年 4月 12 日 http://www.meti.go.jp/press/20100
412002/20100412002-3.pdf
18）　宝野和博、「ナノ組織制御による磁気特性制御　①省希土類磁石材料」、元素戦略アウトルック、物質・材料研究機構、





告書、2009 年 10 月 http://www.nedo.go.jp/iinkai/kenkyuu/houkoku/21h/chukan/09.pdf
資源問題に直面するモータ用永久磁石の研究動向と課題
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に遡るが、2004 年 10 月 23 日中越
地震（M6.8）で最初の試練に遭遇し
た。開発者の中村豊によると 9、10）、
震央から水平距離で 10 数 km 離れ
た場所を走行していた上越新幹線

































































































（centro de instrumentacion y regis-
tro sismico：地震観測センター）15）
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担ってきた。1991 年 8 月から 4 年
間の運用で 292 回の警報が出され





約 150km 離れた都市に 20 秒以上
の猶予時間をもって警報が届けら
れる。このシステムは 2000 年 12




近郊で 150km の深さに M8 の地震
発生が予測されているが、これに
備えて 25 秒の猶予時間が期待でき






REWS（Istanbul Earthquake Rapid 
































予測震度 6 弱以上の 3 回（2008 年 6
月岩手・宮城内陸地震、2008 年 7









































































































































































よう。図表 2 では、震源距離 30km















点 ま で の 水 平 距 離 を そ れ ぞ れ
10km、50km とした。なお、地盤
増幅度は 1.0、気象庁の報告に基づ
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5 の左図で M7.2 の場合、震度 6 弱
で揺れる地域の最外縁にＳ波が到
着するのは発震後 11.6 秒、第 1 報
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を促すものであり、その方向での 改良が進んでいる。
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